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　九州北部では１０日未明から

昼前にかけ線状降水帯が発生

し、記録的な大雨に見舞われ

た。

　氾濫が発生した山国川河口

の小祝漁港周辺には、大量の

土砂や草木が流入。アサリ養

殖コンテナや「ひがた美人」の

養殖レーンが倒壊するなど、漁

業被害が発生した。

　また、漁港では防風柵基部

の堤防の崩落や航路標識灯の

流出もあり、行政による調査や

対策が進められている。

　県は21日、6月30日からの大

雨による災害額が202億円を超

えると速報値を発表した。農林

水産業関係は35.3億円、うち水

産業は3.6億円（水産物0.3億

円、水産施設0.7億円，漁港施

設2.6億円）に及んでいる。

九
州
北
部
豪
雨
で
漁
業
被
害

水
産
被
害
３
・

６
億
円

監事 岩田秀香 北郡 保戸島

書
面
で
開
催

青
年
部
総
会
は

末廣奈津子 東郡・別府湾 くにさき

部
長
に
岡
﨑
都
氏
（豊
前
海
区
・中

津
支
部
）、
副
部
長
に
紀
野
道
子
氏

（北
郡
海
区
・佐
賀
関
支
部
）が
互
選

さ
れ
た
。
新
役
員
は
表
の
通
り
で
、

任
期
は
２
年
。

こ
れ
ま
で
４
期
８
年
間
部
長
を
務

め
た
浪
井
洋
子
氏
に
対
し
、
中
根
組

合
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。
浪
井

氏
は
在
任
中
、
九
州
・山
口
地
区
の

会
長
や
全
国
の
理
事
も
歴
任
し
た
。

女性部長に岡﨑さん

　県漁協女性部（浪井洋子部長）は３日、県水産会館

５階研修室で第６６回通常総会を開催した。

　すべての議案を承認し、新たな女性部長に岡﨑都

氏（中津支部）を選任した。

（左から）　末廣奈津子委員、紀野道子副部長、中根組合長、岡﨑都部長
浪井洋子委員、大川登志江監事

浪井前部長に
感謝状を贈呈

冒
頭
、
浪
井
部
長
は
「コ
ロ
ナ
禍
か

ら
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
４
年

ぶ
り
に
通
常
開
催
が
で
き
た
。
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
漁

村
の
活
性
化
に
は
女
性
の
力
が
必

要
。
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
で
も
男
女
共
同

参
画
を
進
め
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

来
賓
祝
辞
の
後
、
下
入
津
支
部
の

浪
井
君
江
副
支
部
長
を
議
長
に
選

出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案
で
は
、
４
年
度
に
実

施
し
た
県
農
林
水
産
祭
や
お
魚
料

理
教
室
に
よ
る
魚
食
普
及
活
動
、
他

県
と
の
交
流
実
績
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
第
２
号
議
案
で
は
、
５
年

新役員の皆さん　ご活躍をお祈りします！
度
の
重
点
活
動
目
標
と
実
施
事
項

に
つ
い
て
、
第
３
号
議
案
で
は
繰
越
金

が
あ
る
こ
と
か
ら
会
費
の
徴
収
は
し

な
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第

４
号
議
案
で
は
、
各
海
区
ご
と
の
役

員
改
選
案
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
に
は
役
員
会
が
行
わ
れ
、

役職 氏　名 海　区 支 部

部長 岡﨑　都 豊前海 中津

副部長 紀野道子 北郡 佐賀関

委員

県
漁
協
青
年
部
（山
田
和
幸
部

長
）は
７
日
、
書
面
で
令
和
５
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

第
１
号
議
案
で
は
４
年
度
事
業
報

告
と
収
支
決
算
を
、
第
２
号
議
案
で

は
５
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予

算
を
、
第
３
号
議
案
で
は
会
費
に
つ

い
て
上
程
し
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

２　面

海難救助等
功績で表彰

漁業就業支援
フェアに参加

３～４面

豊かな海へ
リレー放流

委員 浪井洋子 南郡 下入津

監事 大川登志江 東郡・別府湾 杵築 岡﨑新部長
就任の挨拶

水研だより

５～６面

県議会で水産
の質問・答弁
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（前列左から）
豊島功委員長（県漁協理事）、立道英樹大分海上保安部長、
幸野秀樹氏

大
分
海
上
保
安
部
長
が
表
彰

〜
海
難
救
助
活
動
に
感
謝
状
〜

漁業就業支援フェア 2023 参加
８日福岡・１７日東京・２２日大阪

（2）

香々地支店（福岡会場） 姫島支店（東京会場） 中津支店（大阪会場）

魚
類
養
殖
講
習
会
を
開
催
・
県
水
産
養
殖
協
議
会

大
分
県
水
産
養
殖
協
議
会
（戸
髙

吾
一
郎
会
長
）は
１
４
日
、
さ
い
き
城

山
桜
ホ
ー
ル
に
お
い
て
本
年
度
の
魚

類
養
殖
講
習
会
を
開
催
し
た
。

魚
病
診
断
状
況
等
に
関
す
る
県
の

報
告
に
次
い
で
、
「養
殖
業
の
成
長
産

業
化
の
推
進
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、

水
産
庁
栽
培
養
殖
課
の
竹
川
義
彦

課
長
補
佐
が
講
演
し
た
（写
真
）。
内

容
は
、
成
長
産
業
化
を
支
え
る
補
助

事
業
、
陸
上
養
殖
届
出
制
の
趣
旨
、

今
後
の
「積
立
プ
ラ
ス
」の
方
向
等
。

会
員
か
ら
は
、
陸
上
養
殖
の
調
査

は
個
人
情
報
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
、
積

立
プ
ラ
ス
の
展
開
方
向
を
危
惧
す
る

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

協
議
会
は
、
講
習
会
終
了
後
に
第

５
９
期
定
期
総
会
を
開
催
。
４
年
度

事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
５
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
、
５
年
度
会
費

と
徴
収
方
法
及
び
欠
員
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
承
認
し
た
。

　新規漁業就業者の確保を目的に、全国漁業就業者確保育成セ
ンターが主催する「漁業就業支援フェア2023」に出展した。
　福岡会場には全国から４９団体、本県からは中津支店と香々
地支店が出展し、４３名が来場した。東京会場には全国７７団
体、本県から姫島支店と大分県・大分県漁協が出展し、１９４
名が来場した。大阪会場には全国５５団体、本県から中津支店
が出展し、１０９名が来場した。県と漁協本支店の担当者は、
ブースに来場者を受け入れ、情報提供と就業相談に努めた。
　福岡は悪天候で、会場への来場者が少なかったが、本県ブー
スへは４名が訪れた。このうち香々地支店に来場した１名は、
８月に短期研修を受ける予定となった。
　東京会場ではすぐに漁師になりたいと意欲を持った若者など
８名、大阪会場では大学生や専門学校生ら７名と話をすること
ができた。
　このようなフェアを契機に、明日の大分の漁業を支える若者
が就業してくれることを期待したい。

〜
海
の
日
・
国
交
省
関
係
表
彰
〜

おめでとう
ございます

ますますの
ご活躍を！

６
月
２
９
日
、
県
漁
協
別
府
支
店

に
お
い
て
、
大
分
海
上
保
安
部
長
か

ら
海
難
救
助
活
動
に
対
す
る
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

同
月
１
５
日
、
別
府
市
浜
脇
漁
港

沖
で
エ
ン
ジ
ン
が
故
障
し
航
行
が
不

能
と
な
っ
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
船
を
救
助

し
た
も
の
。
救
助
要
請
を
受
け
直
ち

に
救
助
員
に
出
動
を
要
請
し
た
大

分
県
水
難
救
助
会
別
府
救
難
所
と

救
助
員
と
し
て
現
場
に
急
行
し
た

幸
野
秀
樹
氏
に
対
し
、
立
道
英
樹

大
分
海
上
保
安
部
長
か
ら
感
謝
状

が
手
交
さ
れ
た
。

７
月
１
７
日
、
大
分
市
の
㈱
ト
キ
ハ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
あ
け
の
ア
ク
ロ
ス

タ
ウ
ン
「ア
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル
」に
お
い
て

令
和
５
年
度
大
分
海
の
日
協
賛
会

（会
長
・足
立
信
也
大
分
市
長
）が

主
催
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。海

事
功
労
者
表
彰
、
標
語
入
選

者
表
彰
に
続
き
、
国
土
交
通
省
関

係
表
彰
が
行
わ
れ
、
海
上
保
安
協

会
大
分
支
部
幹
事
（県
漁
協
理
事
）

の
戸
髙
吾
一
郎
氏
に
対
し
て
、
立
道

英
樹
大
分
海
上
保
安
部
長
か
ら
表

彰
状
が
手
交
さ
れ
た
。

（前列左）戸髙吾一郎大分支部幹事（県漁協理事）
（前列左から３人目）足立信也会長（大分市長）
（後列右）立道英樹大分海上保安部長
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を開催

国東市・平床漁港

第４回 5年4月28日

佐伯市・番匠川河川公園
・番匠川漁協泥谷組合長

が挨拶、組合員多数が参

加・協力

・切畑小、明治小、上野小

児童66名がアユの稚魚

8000尾を放流

・アユの生態についての水

産教室を開催

第１回 4年10月11日

佐伯市・鶴見公設市場
・疋田運営委員長が挨拶

・松浦小児童57名がイサ

キの稚魚300尾を放流

・鳩石水産の協力を得て、

まき網漁船を見学

・水産教室を開催

・干物焼き、タッチプール

を体験

第２回 4年11月8日
・中山運営委員長が挨拶

・日出小児童59名がマコ

ガレイの稚魚300尾を放

流

・海ゴミ、マコガレイについ

ての水産教室を開催

・マコガレイの餌やりを体

験

日出町・中間育成場

第３回 5年2月25日
・濱松運営委員長が参加

・市内４校の児童15名が

マコガレイの稚魚2000尾

を放流

・「爆走サキ」トークショー

を開催

・チリモン探し、タッチプー

ルを体験

（3）

第５回 5年5月12日

中津市・山国川河川敷
・山国川漁協宮名利組合

長が挨拶、組合員が協力

・樋田小児童10名がアユ

の稚魚2000尾を放流

・お魚クイズ、生き物観察

など水産教室を開催

・アユの塩焼きを体験

第６回 4年5月13-14日
・中山運営委員長が参加

・抽選で選ばれた児童、保

護者及び来賓等115名が

マコガレイの稚魚1500尾

を放流

・城下かれい祭り関連行

事

日出町・中間育成場

豊かな海づくりに向けて続くリレー放流
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第12回

第７回 5年5月28日

津久見市・津久見漁港

第18回 5年7月4日
・姫島小児童29名がクル

マエビの稚魚6000尾を

放流

姫島村・姫島海水浴場

第14回 5年6月16日 第15回 5年6月16日
・薬師寺運営委員長が挨

拶、大分みらい水産秋月

専務らが協力

・佐志生小児童15名がマ

ダイの稚魚300尾を放流

・臼杵の水産業について

水産教室を開催

・養殖場を見学

臼杵市・浜公園 杵築市・納屋海岸

第16回 5年6月29日 第17回 5年6月29日
・組合員３名が参加・協力

・佐賀関小児童46名がマ

ダイの稚魚400尾を放流

・佐賀関の漁業について

水産教室を開催

・漁協の荷捌き施設、面買

いを見学

・青年部吉永氏挨拶、組合

員が参加・協力

・香々地小及び三浦小児

童37名ガザミを放流

・香々地の漁業と岬ガザミ

について水産教室を開催

大分市・佐賀関漁港 豊後高田市・香々地漁港

・組合員多数が参加・協力

・北杵築小児童43名がア

サリを放流

・アサリの資源回復につい

て水産教室を開催

・アサリ貝堀りを体験

（4）

5年6月9日 第13回 5年6月7日
・豊島運営委員長が挨拶、

組合員多数が参加・協力

・亀川小児童と亀川幼稚

園68名がマコガレイの稚

魚1000尾を放流

・マコガレイについて水産

教室を開催

・組合員多数が参加・協力

・津久見小児童28名がカ

サゴの稚魚400尾を放流

・栽培漁業や藻場などにつ

いての水産教室を開催

・28日には干物焼を体験

別府市・関の江海水浴場

・第９回は雨天中止となりました。
・回数と日付が前後する場合は、雨天延期等によるものです。

宇佐市・長洲漁港
・山田部長ら青年部が協

力

・抽選で選ばれた児童ら

20名がマコガレイの稚魚

300尾を放流

・山田青年部長がお魚クイ

ズなどの水産教室を開催

・長洲浜の市関連行事

第８回 5年7月18日
・護江小児童21名がカブ

トガニ50尾を放流

・水産教室を開催

・干潟観察会を実施

杵築市・守江湾

・田中運営委員長が挨拶

・南部小児童15名がマコ

ガレイの稚魚300尾を放

流

・お魚クイズ・生き物観察

などの水産教室を開催

中津市・小祝漁港
第11回 5年6月7日

・富来小児童17名がマコ

ガレイの稚魚300尾を放

流

・お魚クイズ、タッチプール

などの水産教室を開催

国東市・羽田海岸
第10回 5年7月6日
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工
施
設
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
、
集
荷
及
び
搬
入
に
必
要
な
出
荷

用
い
け
す
や
自
動
締
め
機
、
自
動
計

量
器
の
整
備
を
支
援
し
、
生
産
者
の

出
荷
作
業
の
軽
減
、
多
様
化
す
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
図
る
。

【質
問
】清
田
議
員

新
た
な
養
殖
技
術
の
研
究
・開
発

に
対
す
る
県
の
取
組
と
、
実
証
研
究

等
を
行
う
民
間
事
業
者
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】佐
藤
農
林
水
産
部
長

端
境
期
や
早
期
出
荷
に
よ
り
競
争

力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ブ
リ
や
カ

キ
の
人
工
種
苗
の
生
産
技
術
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
新
た
に

ヒ
ラ
メ
養
殖
の
課
題
で
あ
る
病
気
治

療
薬
の
開
発
や
、
餌
や
り
の
自
動
化

な
ど
の
ス
マ
ー
ト
技
術
の
開
発
に
着

手
す
る
。

今
後
と
も
、
民
間
事
業
者
と
の
連

携
も
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
技
術
の

開
発
に
よ
り
本
県
養
殖
業
の
成
長

産
業
化
を
支
え
い
く
。

【質
問
】清
田
議
員

令
和
３
年
の
家
計
調
査
に
よ
る

と
、
大
分
市
の
世
帯
当
た
り
の
鮮
魚

購
入
金
額
は
全
国
３
７
位
と
と
て
も

低
い
。
Ｄ
Ｃ
、
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

と
続
く
こ
の
機
会
に
、
県
産
水
産
物

の
消
費
拡
大
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

【答
弁
】佐
藤
農
林
水
産
部
長

来
年
度
開
催
の
Ｄ
Ｃ
や
海
づ
く
り

大
会
は
消
費
拡
大
の
好
機
で
あ
り
、

飲
食
店
や
旅
館
で
提
供
す
る
県
産

魚
と
農
産
物
を
用
い
た
コ
ラ
ボ
料
理

を
開
発
す
る
。

県
外
で
は
、
認
定
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
量
販
店
や
飲
食
店
２
４
２
店

舗
で
の
県
産
魚
の
取
扱
い
を
拡
大

し
、
新
た
に
飲
食
店
を
認
定
す
る
な

ど
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
。

県
産
魚
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信

し
、
消
費
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

県議会 令和５年 第２回定例会

（5）

水 産 関 係 質 疑 応 答

代
表
質
問
で
は
１
４
日
、
戸
高
賢

史
氏
が
公
明
党
を
代
表
し
て
「農
林

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
」知
事
の
見

解
を
質
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
清
田
哲
也
氏

（自
民
党
・佐
伯
市
）が
１
８
日
「水

産
業
の
振
興
委
に
つ
い
て
」、
阿
部
長

夫
氏
（自
民
党
・杵
築
市
）が
１
９
日

「全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
契

機
と
し
た
漁
船
漁
業
の
振
興
に
つ
い

て
」、
ま
た
、
首
藤
健
二
郎
氏
（自
民

党
・大
分
市
）が
２
０
日
「農
林
水
産

物
の
輸
出
に
つ
い
て
」知
事
や
部
長
の

見
解
を
聞
い
た
。

③
県
産
水
産
物
の

消
費
拡
大
に
つ
い
て

農
林
水
産
業
の
振
興

に
つ
い
て

【質
問
】清
田
議
員

養
殖
ブ
リ
の
生
産
者
が
昨
年
９
月

の
台
風
１
４
号
被
害
か
ら
復
興
し
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
経
営
を

継
続
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

【答
弁
】佐
藤
知
事

ブ
リ
養
殖
業
の
課
題
解
決
に
向
け

ま
ず
、
養
殖
漁
場
の
改
善
と
被
害
の

再
発
防
止
に
取
り
組
む
。

入
津
湾
で
は
、
海
水
交
換
の
改
善
に

向
け
湾
口
部
を
掘
り
下
げ
る
工
事

を
着
実
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
海
水

の
浄
化
機
能
を
持
つ
カ
キ
の
試
験
養

殖
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
環
境

観
測
機
器
を
増
設
し
、
赤
潮
等
の
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
体
制
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
、
台

風
発
生
時
に
、
養
殖
い
け
す
を
風
波

の
影
響
が
少
な
い
海
中
に
沈
め
、
被

害
を
軽
減
す
る
技
術
の
確
立
を
目

指
す
。

次
い
で
、
養
殖
ブ
リ
の
産
地
出
荷

体
制
を
強
化
す
る
。
県
漁
協
の
新
加

②
新
た
な
養
殖
技
術

に
つ
い
て

　県議会は７月５日、本年の第２回定例会を開会した。

　１３・１４の両日に自由民主党、県民クラブ及び公明党

の各会派が代表質問を行い、１８日から２０日までの３日

間は一般質問を行った。

「ＤＣ」って？

・デスティネーション
キャンペーンの略称
・JRが自治体等と協力
し、地域の新たな魅力
を発信し誘客する国内
最大級の観光キャン
ペーン
・来年の４～６月、
福岡・大分両県で開催
される

（注
）農
林
水
産
業
全
般
に
係
る
質
問

は
、
水
産
業
関
連
答
弁
を
記
載
し
た
。

戸高賢史議員

代表質問【質
問
】戸
高
議
員

農
林
水
産
業
を
維
持
・発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
成
長
産
業
化
に
向
け

た
不
断
の
取
組
が
欠
か
せ
な
い
。
令

和
３
年
度
の
創
出
額
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
、
農
林
水
産
業
の
振

興
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

【答
弁
】佐
藤
知
事

３
年
度
の
創
出
額
は
農
林
水
す
べ

て
の
分
野
で
大
幅
に
上
昇
し
、
こ
れ

ま
で
の
構
造
改
革
の
成
果
が
表
れ

た
。
こ
の
流
れ
を
持
続
・発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
意
識

し
、
儲
か
る
農
林
水
産
業
へ
と
進
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

水
産
業
で
は
、
ブ
リ
類
養
殖
業
の

更
な
る
振
興
に
向
け
、
新
た
な
加
工

場
の
稼
働
に
必
要
な
資
機
材
等
の
導

入
を
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、
来
秋
開

催
の
「全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

を
契
機
に
漁
船
漁
業
の
再
興
を
図

る
た
め
、
市
場
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

放
流
魚
種
の
選
定
や
放
流
適
地
の

環
境
整
備
を
進
め
る
。

清田哲也議員

一般質問
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
養
殖
ブ
リ
の
振
興

に
つ
い
て
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佐伯鶴城高校生に佐伯市の水産業と水産研究の魅力を紹介！

水産研究部 企画指導担当　亀田崇史　　

　佐伯鶴城高校では、地域の産業の魅力を知り、地域で働く

人々の思いに触れることで、望ましい職業観の育成や進路意

識の向上を図るため、高校1年生を対象に「地元産業魅力説

明会」を開催しています。当研究部では令和2年からこのイ

ベントに参加しており、今回は計20名程度の生徒に説明を行

いました。スライドで大分県全体の水産業の特徴について話

をした後、佐伯市の水産業について説明を行ない、県下の水

産業生産額の6割以上を占めていること、ブリ類養殖やヒラ

メ養殖が非常に盛んなことを説明しました。その後、水産研

究部の仕事内容について紹介しました。生徒から「養殖業が

盛んになり、漁船漁業が衰退していく中、漁船漁業にはどうサポートしていくのか？」「ブリやヒラメ

の育種について具体的にどういったことをやっているのか？」など、積極的な質疑応答が行なわれまし

た。次年度以降も説明会に参加し、地元、佐伯市の水産業の魅力を伝え、水産研究部の仕事に興味を

持ってもらえればと思います。

（6）

研

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
に
よ
る
水
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

来
県
す
る
方
々
に
向
け
て
は
、
飲
食

店
や
旅
館
で
提
供
す
る
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
開
発
も
行
う
な
ど
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
県
内
外
で
県
産
水
産

物
の
消
費
拡
大
を
図
る
。

【質
問
】首
藤
議
員

も
う
か
る
農
林
水
産
業
の
実
現
に

は
、
令
和
６
年
度
５
７
億
円
の
目
標

を
上
回
る
輸
出
強
化
が
必
要
。
輸
出

拡
大
に
い
か
に
取
り
組
む
の
か
。

【答
弁
】佐
藤
農
林
水
産
部
長

輸
出
拡
大
に
向
け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
輸
出
産
地
づ
く
り
と
新
た
な
販

路
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で
は
米
国
等
で
外

食
需
要
が
増
加
し
て
い
る
養
殖
ブ
リ

に
つ
い
て
、
県
漁
協
の
新
た
な
加
工

施
設
へ
の
支
援
に
よ
り
フ
ィ
レ
や
切
り

身
等
の
加
工
需
要
へ
の
対
応
を
加
速

さ
せ
る
。

新
た
な
販
路
開
拓
に
つ
い
て
は
、
米

国､

中
国
等
で
フ
ェ
ア
の
開
催
や
展
示

会
・商
談
会
へ
の
出
展
等
に
よ
り
、
販

売
先
の
拡
大
を
図
る
。

本
年
度
初
回
と
な
る
協
議
が
４
日

県
水
産
会
館
５
階
研
修
室
で
行
わ

れ
た
。
文
科
省
研
究
開
発
局
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、

三
菱
重
工
業
㈱
、
県
漁
業
管
理
課

並
び
に
県
漁
協
の
本
店
及
び
関
係
４

支
店
が
出
席
し
た
。

文
科
省
の
上
田
宇
宙
開
発
利
用
課

長
及
び
大
分
県
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
対

策
委
員
会
の
大
河
会
長
の
挨
拶
の
の

ち
議
事
に
入
っ
た
。

「ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
に
つ
い
て
」で

は
、
令
和
４
年
度
下
期
の
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
結
果
に
つ
い
て
、
特
に
失
敗

に
終
わ
っ
た
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
６

号
機
と
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号

機
の
原
因
調
査
結
果
を
含
め
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
よ
り
詳
細
に
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
５
年
度
の
計
画
（変
更
を
含

む
）に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
漁
業
対
策
に
つ
い
て
も

実
績
と
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

す
べ
て
了
承
さ
れ
た
。

一般質問

阿部長夫議員

【質
問
】阿
部
議
員

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
契
機

に
、
漁
業
者
と
と
も
に
効
率
的
な
資

源
管
理
や
販
売
力
の
向
上
な
ど
新

た
な
枠
組
み
を
つ
く
る
べ
き
。
こ
の
機

会
に
、
苦
境
に
あ
る
漁
船
漁
業
の
振

興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【答
弁
】佐
藤
知
事

来
年
度
開
催
の
Ｄ
Ｃ
や
海
づ
く
り

大
会
を
好
機
と
捉
え
、
漁
船
漁
業
の

課
題
解
決
に
向
け
生
産
と
販
売
の

両
面
の
取
組
を
強
化
す
る
。

生
産
面
で
は
、
放
流
効
果
の
高
い

増
殖
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
、
広

域
的
な
海
域
ご
と
に
魚
種
や
集
中

的
に
放
流
す
る
拠
点
を
定
め
、
周
辺

海
域
で
は
増
殖
礁
の
設
置
や
海
底
の

耕
う
ん
を
併
せ
て
実
施
す
る
。

販
売
対
策
で
は
、
県
内
外
へ
の
販
路

拡
大
を
強
化
す
る
。
関
東
圏
で
認
定

し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
量
販
店
・飲

食
店
で
、
県
漁
協
の
骨
切
り
ハ
モ
等
の

販
売
を
促
進
す
る
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
等
で

一般質問

首藤健二郎議員

農
林
水
産
物
の
輸
出

に
つ
い
て

だ よ り水

令
和
5
年
度
・第
1
回

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

事
前
協
議
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７
月
の
「県
産
魚
の
日
」は
２
８
日
。
「別
府

湾
」を
テ
ー
マ
に
、
旬
の
ハ
モ
の
骨
切
り
や
湯
引

き
、
ち
り
め
ん
、
小
エ
ビ
等
が
お
さ
か
な
ラ
ン

ド
に
並
ん
だ
。
こ
の
日
を
楽
し
み
に
す
る
お
客

様
や
、
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に
も
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
い
た
。

　高速道が通って中津も蒲江もほんとに近くなった。

今、大分市内から一番時間がかかるのは真玉、香々地

ではなかろうか。そんな真玉で昼時を迎えた時には、

「山田屋」の昼定食880円。晩酌メニューも豊富そうな

お店だが、こちらは車中泊でもしないと無理そうだ。

　県水産振興祭実行委員会はは５日、４年度の実施報

告及び５年度の開催計画を書面で決議した。

　本年度は、１１月４日（土曜日）に全国豊かな海づくり大

会のプレイベントが予定されている。このため水産振興

祭を単独開催することは負担が大きいと判断。前年度

同様に別府公園会場において、農林部門と同時開催

することに決定した。昨年より参加者を増やし、イベント

内容も充実させたい。

　積極的な参加（特に鮮魚販売）をお願いします。

（7）

豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た
リ
レ
ー
放
流
も
回
を
重
ね
、
開

催
に
向
け
た
機
運
も
高
ま
っ
て
き
た
。

第
１
回
の
鶴
見
大
会
を
思
い
出
す
。
こ
の
年
に
県
に
就
職
し

た
私
は
、
表
彰
担
当
に
な
っ
た
。
当
時
は
専
門
の
「室
」ど
こ
ろ

か
「班
」も
設
け
ら
れ
ず
、
水
産
振
興
課
に
ひ
と
り
専
任
配
置

さ
れ
た
参
事
の
下
、
県
も
業
界
も
総
出
で
実
施
に
あ
た
っ
た
。

準
備
の
思
い
出
は
「絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」。
県
内
の
小
学
生
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
絵
画
を
一
次
選
考
し
て
全
漁
連
に
持
ち
込

ん
だ
。
鈴
木
さ
ん
と
い
う
感
じ
の
良
い
お
兄
さ
ん
と
二
次
選
考

の
準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
あ
れ
か
ら
４
２
年
、
お
兄
さ
ん

は
感
じ
の
良
い
財
務
大
臣
と
し
て
ご
活
躍
中
だ
。

本
番
の
思
い
出
は
「式
次
第
」。
毛
筆
書
き
は
な
ぜ
か
ダ
メ
と

の
こ
と
で
、
ワ
ー
プ
ロ
も
な
い
時
代
、
私
の
手
書
き
を
和
紙
に
コ

ピ
ー
し
、
両
殿
下
の
机
上
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
持
ち

帰
り
に
な
ら
れ
た
と
聞
い
た
の
で
、
上
皇
様
は
今
で
も
第
一
回

大
会
の
記
念
に
私
の
筆
跡
を
お
持
ち
か
も
し
れ
な
い
。

編

集

後

記

昨
年
の
水
産
コ
ー

ナ
ー

水産振興祭・本年も別府公園で開催へ

１０月２１日(土)・２２日(日)

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウオ
メ シ


